
江
戸
中
期
頃
に
大
坂
の
書
騨
、
柏
原
屋
渋
川
清
右
衛
門
に
よ
っ
て
刊
行
さ

（
ｌ
）

れ
た
「
祝
言
御
伽
文
庫
」
二
十
三
篇
に
「
鉢
か
づ
き
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

－
２
｝

そ
れ
を
松
本
隆
信
氏
の
「
増
訂
室
町
時
代
物
語
現
存
本
簡
明
目
録
」
で
は
、

Ａ
系
統
三
種
お
よ
び
Ｂ
系
統
に
分
類
し
て
四
十
五
本
を
掲
げ
て
お
ら
れ
る
よ

う
に
、
そ
の
諸
本
は
相
当
に
多
く
、
人
気
の
高
い
物
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

（
３
）

こ
う
し
た
「
鉢
か
づ
き
」
諸
本
は
、
「
簡
明
目
録
」
以
降
も
続
々
と
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
諸
本
の
系
統
分
類
に
関
し
て
も
、
穂
久
邇
文
庫
蔵
絵

（
１
）

巻
本
の
紹
介
に
よ
っ
て
新
し
い
分
類
案
が
提
示
さ
れ
て
も
い
る
。

本
稿
で
は
、
「
簡
明
目
録
」
以
降
に
発
見
さ
れ
た
『
鉢
か
づ
き
」
諸
本
の

一
つ
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
そ
れ
は
、
近
世
期
に
お
け
る
お
伽
草
子
『
鉢

か
づ
き
」
享
受
の
一
例
と
し
て
、
『
女
童
子
往
来
』
（
正
徳
五
年
刊
）
と
い
う

一
Ｆ
抑
）

女
子
用
往
来
物
に
合
綴
さ
れ
て
い
る
一
本
で
あ
る
。
往
来
物
を
介
し
て
享
受

『
女
童
子
往
来
」
の
『
鉢
か
づ
き
』

は
じ
め
に

『
女
童
子
往
来
」
の
『
鉢
か
づ
き
」

Ｉ
近
世
前
期
お
伽
草
子
享
受
の
一
側
面
（
二
１

（
６
）

さ
れ
て
い
く
お
伽
草
子
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
松
原
秀
江
氏
な
ど
に
よ
っ
て

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
ま
り
活
況
を
呈
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

そ
こ
で
、
「
鉢
か
づ
き
」
と
い
う
作
舳
を
取
り
上
げ
、
本
文
・
挿
絵
・
柏
原

屋
の
出
版
活
動
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
で
、
往
来
物
と
お
伽
草
子
関
係
に

（
【
ｊ
）

つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

ア
、
「
鉢
か
づ
き
」
と
往
来
物

（
月
）

平
成
十
四
年
伝
承
文
学
研
究
会
大
会
時
に
石
川
透
氏
は
、
近
世
期
に
お
け

る
お
伽
草
子
享
受
の
在
り
方
の
一
つ
に
百
人
一
首
の
板
本
に
「
鉢
か
づ
き
」

が
頭
書
と
し
て
合
綴
さ
れ
て
い
る
例
を
石
川
氏
所
蔵
の
二
本
の
資
料
に
よ
っ

て
紹
介
さ
れ
た
。
お
伽
草
子
が
そ
れ
自
体
、
一
つ
の
物
語
と
し
て
で
は
な
く
、

（
９
）

別
の
作
品
に
収
載
さ
れ
て
享
受
さ
れ
る
事
例
の
一
つ
に
一
鉢
か
づ
き
』
が
あ

る
こ
と
を
示
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
よ
う
な
形
態
の
『
鉢
か
づ
き
』
諸
本
は
石
川
氏
所
蔵
本
以

｜
一
女
童
子
往
来
』
の
『
鉢
か
づ
き
』

山
本
淳

一
一
一
一



「
百
人
一
首
」
あ
る
い
は
女
子
用
往
来
物
の
世
界
で
、
こ
う
し
た
お
伽
草

子
が
い
か
に
享
受
さ
れ
て
き
た
の
か
。
往
来
物
に
お
伽
草
子
が
合
綴
さ
れ
て

一
旧
｝

い
る
事
例
を
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
「
女
童
子
往
来
」
と
い
う
女
子
用
往
来

（
Ｍ
）

物
に
も
「
鉢
か
づ
き
」
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

で
は
、
初
め
に
架
蔵
『
女
童
子
往
来
」
の
簡
単
な
書
誌
解
題
を
示
し
、
次

に
そ
の
特
徴
を
指
摘
し
て
み
る
。

イ
、
架
蔵
本
の
特
徴

｜
Ｋ
－

外
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
ま
ず
石
川
氏
所
蔵
本

の
奥
付
を
示
し
、
次
に
そ
の
特
徴
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

石
川
氏
所
蔵
の
二
本
は
、
両
本
と
も
表
紙
が
欠
け
て
お
り
表
題
が
不
明
で

あ
る
が
奥
付
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
享
保
十
六
年
（
一
七
三
二
山

口
茂
兵
衛
新
刊
本
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
武
村
嘉
兵
衛
・
林
権
兵
衛
・

（
Ⅱ
）

林
伊
兵
衛
・
西
村
平
八
新
刻
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
主
な
特
徴
と
し
て
、

次
の
五
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。

①
女
子
用
往
来
物
（
特
に
百
人
一
首
を
メ
イ
ン
に
し
た
も
の
）
の
頭
書

に
合
綴
さ
れ
て
い
る
。

②
題
名
は
『
鉢
か
づ
き
物
語
上
（
下
こ
、
尾
題
が
『
は
ち
か
つ
き
」
。

但
し
上
下
巻
と
い
う
明
確
な
分
け
方
は
さ
れ
て
い
な
い
。

（
曜
）

③
本
文
は
渋
川
版
御
伽
文
庫
本
と
ほ
ぼ
共
通
。

④
頭
書
の
た
め
横
長
の
匡
郭
内
に
本
文
が
収
載
。

⑤
挿
絵
は
全
部
で
十
一
図
、
い
ず
れ
も
収
載
ス
ペ
ー
ス
の
半
分
は
本
文
。

○
架
蔵
「
女
童
子
往
来
」
合
綴
「
鉢
か
づ
き
」

〈
内
題
〉
「
は
ち
か
つ
き
物
語
上
（
下
こ
（
首
題
。
但
し
下
巻
は
「
づ
」

と
濁
点
が
付
さ
れ
る
）

〈
尾
題
〉
「
は
ち
か
つ
き
上
下
終
」
・
〈
目
録
題
〉
「
鉢
か
づ
き
物
語
〔
〕
」

〈
行
数
〉
本
文
二
二
行
、
和
歌
一
首
二
行
。
〈
本
文
用
字
〉
漢
字
・
平
仮

名
。
〈
巻
数
〉
二
巻
。
〈
丁
数
〉
二
五
丁
。
上
巻
一
三
丁
に
相
当
、
下
巻
一
三

○
架
蔵
『
女
童
子
往
来
』

〈
外
題
〉
「
百
人
一
首
／
伊
勢
物
語
／
三
十
六
歌
仙
女
童
子
往
来
」
（
原

題
篭
・
表
紙
左
上
）
・

〈
刊
年
〉
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
刊
。
〈
蔵
書
印
〉
な
し
。

〈
柱
刻
〉
上
巻
「
二
十
四
上
一
（
～
十
一
二
」
・
中
巻
「
百
人
中
十

四
（
～
四
十
三
こ
・
下
巻
「
伊
勢
下
四
十
四
（
～
八
十
ご

〈
表
紙
〉
藍
色
無
地
の
原
表
紙
。
〈
Ｈ
録
〉
表
紙
中
央
に
に
内
容
目
録
が

貼
付
（
原
目
録
）
・

〈
装
訂
〉
袋
綴
じ
。
〈
料
紙
〉
楮
紙
。

〈
巻
数
〉
三
巻
。
〈
数
量
〉
一
冊
。
〈
丁
数
〉
八
○
丁
。
〈
寸
法
〉
縦
二
六

×
一
八
・
五
糎
。

〈
刊
記
〉
「
正
徳
五
年
乙
未
九
月
吉
日
／
大
坂
村
井
喜
太
郎
／
渋
川
清
右

衛
門
」
。

〈
備
考
〉
挿
絵
の
多
く
に
後
筆
で
稚
拙
な
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
欠

一
腸
｝

損
部
も
な
く
状
態
は
よ
い
。
な
お
『
往
来
物
大
系
」
に
影
印
あ
り
。 －-

四



こ
の
「
鉢
か
づ
き
」
に
は
、
前
項
で
示
し
た
女
子
用
往
来
物
『
百
人
一
首
」

合
綴
の
『
鉢
か
づ
き
」
と
比
較
す
る
と
、
非
常
に
興
味
深
い
特
徴
が
見
ら
れ

る
。
そ
れ
は
、
ま
ず
往
来
物
の
特
徴
で
あ
る
実
用
的
な
内
容
を
持
っ
た
構
成
は

（
Ⅲ
）

取
ら
ず
、
文
学
作
品
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

次
に
、
最
も
重
要
な
特
徴
と
し
て
、
版
元
の
一
人
に
渋
川
清
右
衛
門
の
名

が
あ
る
点
で
あ
る
。
実
は
架
蔵
本
の
本
文
は
、
後
に
刊
行
さ
れ
る
御
伽
文
庫

本
系
統
で
は
な
く
、
万
治
二
年
松
会
開
板
本
の
系
統
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、

挿
絵
も
石
川
本
の
よ
う
な
本
文
と
挿
絵
が
頭
書
の
匡
郭
内
に
収
ま
る
体
裁
で

は
な
く
、
頭
書
の
匡
郭
内
を
一
杯
に
使
っ
た
横
長
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は

一
席
一

御
伽
文
庫
本
（
十
一
図
）
に
ほ
ぼ
共
通
の
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
架
蔵
本
の
大
き
な
注
目
点
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

①
渋
川
清
右
衛
門
は
祝
言
御
伽
文
庫
二
十
三
篇
を
世
に
出
す
以
前
に
、

既
に
お
伽
草
子
『
鉢
か
づ
き
」
を
出
版
し
て
い
る
。

②
本
文
は
江
戸
の
松
会
開
板
本
と
共
通
で
あ
る
が
、
挿
絵
は
後
の
御
伽
文

庫
本
と
共
通
の
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
架
蔵
本
は
、
他
の
『
百
人
一
首
」
合
綴
本
と
大
き
く
異

な
る
特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

る
○

丁
（
但
し
上
巻
一
三
丁
表
に
下
巻
一
丁
目
の
本
文
が
入
る
）
・

〈
挿
絵
〉
上
巻
・
四
図
。
下
巻
・
四
図
。
但
し
下
巻
第
三
図
と
第
四
図
は

配
置
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

『
女
童
子
往
来
」
の
「
鉢
か
づ
き
」

ア
、
万
治
二
年
松
会
開
板
本
と
の
異
同

架
蔵
本
と
万
治
二
松
会
本
の
本
文
異
同
を
検
し
て
み
る
と
、
六
一
例
を
数

１
１

え
た
。
六
一
例
の
異
同
個
所
を
、
上
巻
は
肌
～
肥
、
下
巻
は
岨
～
例
の
よ
う

に
示
し
た
。
ま
た
引
用
個
所
は
「
」
が
松
会
板
、
『
」
が
架
蔵
本
を
示

す
。
ま
た
異
同
個
所
が
上
巻
一
丁
表
に
あ
る
場
合
は
（
上
１
オ
）
の
よ
う
に

表
示
し
た
。

で
は
、
こ
の
架
蔵
本
の
本
文
に
は
い
か
な
る
特
徴
が
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

か
。
ま
ず
本
章
で
は
、
架
蔵
本
と
松
会
板
系
統
諸
本
と
の
比
較
を
行
っ
て
い

く
こ
と
に
す
る
。

初
め
に
現
存
す
る
松
会
開
板
本
系
統
諸
本
で
最
古
の
万
治
三
年
松
会
開
板

（
川
）本
と
の
本
文
異
同
を
行
い
、
次
に
松
会
板
系
統
諸
本
全
体
で
の
異
同
を
確

認
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
御
伽
文
庫
本
以
前
の
お
伽
草
子
本
文
の
在
り
方
や
出

版
者
（
特
に
柏
原
屋
）
の
問
題
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
う
い
っ
た
側
面
か
ら
『
鉢
か
づ
き
」
を
と
ら
え
た
場
合
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
次
に
具
体
的
に
本
文
異
同
の
検
討
を
行
い
、
続
け
て
挿
絵
に
つ

い
て
考
察
を
し
、
最
後
に
板
元
で
あ
る
渋
川
清
右
衛
門
な
ど
当
時
の
出
版
状

（
ド
｝

況
の
中
で
の
『
鉢
か
づ
き
』
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

一
一
松
会
板
系
統
諸
本
と
の
比
較
①
本
文
異
同

五



異
同
の
分
布
は
、
上
巻
が
一
八
例
で
あ
る
の
に
対
し
、
下
巻
が
四
三
例
と

上
巻
に
較
べ
て
下
巻
に
異
同
箇
所
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
指

摘
で
き
る
。

ま
た
、
異
同
を
「
ａ
、
架
蔵
本
の
増
補
」
「
ｂ
、
架
蔵
本
の
欠
字
・
欠
文
」

「
Ｃ
、
架
蔵
本
の
改
変
」
と
内
容
に
分
類
し
て
み
る
と
そ
れ
ぞ
れ
、

ａ
、
一
一
例
（
上
～
二
例
・
下
～
九
例
）

ｂ
、
二
三
例
（
上
～
六
例
・
下
～
一
七
例
）

Ｃ
、
二
七
例
（
上
～
一
○
例
・
下
～
一
七
例
）

と
な
る
。
Ｃ
の
用
例
が
特
に
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
架
蔵
本
の
本
文
は
万

治
二
松
会
本
、
あ
る
い
は
同
系
統
の
本
文
を
基
に
出
版
者
で
あ
る
柏
原
屋
が

独
自
に
改
変
を
行
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

で
は
次
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
異
同
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
か
、
例

示
し
な
が
ら
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
但
し
、
煩
を
避
け
る
た
め
に
特
に
重

要
な
個
所
の
み
を
取
り
上
げ
る
。

ａ
、
架
蔵
本
の
増
補

〈
付
属
語
を
加
え
る
〉

１伽
は
、
「
こ
が
れ
」
（
上
４
ォ
）
に
「
て
」
を
加
え
『
こ
が
れ
て
」
（
上
４

ウ
）
と
す
る
。
架
蔵
本
は
こ
こ
で
改
行
さ
れ
て
お
り
、
一
文
字
加
え
て
行
末

１

を
整
え
た
も
の
か
。
Ⅱ
で
は
「
ゆ
ど
の
、
ひ
を
」
に
「
の
」
を
付
け
て
「
ゆ

ｆ

ど
の
、
の
火
を
」
と
す
る
。
こ
れ
は
架
蔵
本
で
は
「
ゆ
ど
の
、
」
が
行
末
に

あ
た
り
次
行
冒
頭
に
『
の
火
を
」
と
く
る
た
め
、
架
蔵
本
が
踊
り
字
（
、
）

を
見
落
と
し
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
岨
で
は
「
な
が
め
け

〈
一
文
を
加
え
る
〉

三
例
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
文
意
を
強
め
る
働
き
を
し
て
い
る
。
別
で

は
、
「
た
し
や
う
の
え
ん
」
（
下
１
ウ
）
に
「
是
み
な
」
を
加
え
「
是
み
な
た

し
や
う
の
え
ん
」
（
下
２
オ
ー
３
ウ
）
と
し
、
語
句
を
よ
り
強
調
し
て
い
る
。

別
で
は
「
ち
ぎ
り
」
（
下
６
ウ
）
に
『
を
な
さ
ば
」
を
加
え
、
「
ち
ぎ
り
を
な

さ
ば
」
（
下
９
オ
）
と
す
る
（
蛇
参
照
）
。
妬
で
は
、
「
わ
が
せ
ん
ぞ
」
（
下
Ⅲ

オ
）
に
「
さ
れ
ば
と
よ
」
を
加
え
「
さ
れ
ば
と
よ
わ
が
せ
ん
ぞ
」
（
下
旧
オ
）

と
す
る
。

れ
ば
」
（
下
１
オ
）
に
接
頭
語
一
打
」
を
付
け
「
打
な
か
め
け
れ
ば
」
（
下
１

ウ
）
と
す
る
。
釣
「
し
う
と
め
御
ぜ
ん
へ
」
（
下
６
ウ
）
に
「
の
」
を
加
え

て
「
し
う
と
め
御
ぜ
ん
へ
の
」
（
下
８
ウ
）
と
す
る
。
妃
「
に
さ
せ
た
ま
ふ
」

（
下
Ⅲ
オ
）
に
『
よ
く
」
を
付
け
「
よ
く
に
さ
せ
給
ふ
」
（
下
Ｂ
オ
）
と
し
、

内
容
を
強
調
す
る
。

〈
一
文
字
を
加
え
る
〉

二
例
み
ら
れ
る
が
、
ど
ち
ら
も
架
蔵
本
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。
〃
で
は
、

「
し
う
と
ご
ぜ
ん
」
（
下
５
ウ
）
に
『
め
」
を
付
け
『
し
う
と
め
こ
ぜ
ん
」

（
下
７
ウ
）
に
し
て
い
る
。
『
鉢
か
づ
き
」
で
は
「
し
う
と
」
は
夫
の
父
（
舅
）
、

山
蔭
三
位
中
将
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
三
位
中
将
が
嫁
比
べ
に
否
定
的

な
発
一
言
を
す
る
場
面
で
あ
り
、
ま
た
後
に
『
し
う
と
殿
」
と
と
も
に
「
し
う

と
め
御
ぜ
ん
」
と
あ
る
た
め
、
架
蔵
本
の
よ
う
に
「
し
う
と
め
（
姑
と
と

す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
〃
で
は
、
「
お
そ
れ
な
が
ら
」
（
下
Ⅲ
オ
）
を

--1--
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〈
敬
語
表
現
の
省
略
〉

１伽
で
は
「
は
な
れ
候
て
」
（
上
６
ウ
）
の
丁
寧
語
「
候
」
が
な
い
（
上
７

ウ
）
、
鉛
で
は
「
見
申
候
は
ん
」
（
下
７
ウ
）
の
丁
寧
語
「
申
」
が
な
い
（
下

Ｉ

９
ウ
）
、
認
で
は
「
御
事
」
（
下
川
オ
）
の
接
頭
語
「
御
」
が
な
い
（
下
旧
オ
）
、

Ｉ

別
で
は
「
な
し
ま
い
ら
せ
」
（
下
川
オ
）
の
尊
敬
語
「
ま
い
ら
せ
」
が
な
い

（
下
旧
ウ
）
、
と
い
う
よ
う
に
敬
語
表
現
の
省
略
が
み
ら
れ
る
。

〈
文
章
の
欠
落
〉

１

比
較
的
長
文
が
架
蔵
本
で
は
欠
落
し
て
い
る
例
が
三
例
み
ら
れ
る
。
皿
で

は
「
く
る
れ
ば
御
あ
し
の
ゆ
わ
か
せ
や
は
ち
か
づ
き
と
げ
ち
を
す
る
」
（
松
・

上
７
オ
、
架
・
上
８
オ
）
が
、
昭
で
は
「
は
ち
か
づ
き
か
く
ば
か
り
／
わ
が

お
も
ふ
心
の
う
ち
も
わ
き
か
へ
る
い
は
ま
の
水
を
み
る
に
つ
け
て
も
／
な

架
蔵
本
が
付
属
語
を
省
略
し
て
い
る
例
で
あ
る
が
、
省
略
し
て
も
意
味
は

１

通
じ
る
。
例
え
ば
伽
の
「
身
を
こ
そ
」
（
上
５
ォ
）
の
「
こ
そ
」
が
な
く
係

り
結
び
を
し
な
い
（
上
５
ウ
）
が
、
意
味
は
通
じ
る
。
他
に
も
弱
で
「
し
ら

せ
ざ
れ
ば
」
（
下
７
オ
）
の
「
せ
」
が
な
い
（
下
９
オ
）
例
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
な
い
方
が
意
味
が
分
か
り
や
す
く
、
本
文
の
誤
り
を
修
正
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
ｃ

ｂ
、
架
蔵
本
の
省

く
付
属
語
の
省
略
〉

『
お
、
そ
れ
な
が
ら
」
（
下
咽
オ
）
と
「
（
お
こ
を
一
文
字
増
や
し
て
い
る
。

架
蔵
本
の
省
略

「
女
童
子
往
来
」
の
『
鉢
か
づ
き
」

Ｃ
、
架
蔵
本
の
改
変

〈
付
属
語
に
関
す
る
例
①
活
用
を
変
え
る
〉

１肌
の
例
で
あ
る
が
、
「
ゑ
ひ
じ
給
ひ
け
る
」
（
上
１
ウ
）
の
末
尾
を
『
給
ふ
」

ｆ
（
上
１
ウ
）
に
替
え
て
お
り
、
興
味
深
い
。
架
蔵
本
は
過
去
の
助
動
詞
「
け
る
」

を
省
略
し
て
『
給
ふ
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
係
助
詞
「
ぞ
」
が
直
前
に
あ
る
の

で
両
本
と
も
連
体
形
で
結
ば
れ
て
お
り
問
題
は
な
い
。
但
し
架
蔵
本
は
、
本
文

末
で
上
巻
一
丁
裏
が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
字
数
制
限
の
た
め
に
「
け

る
」
を
省
略
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
二
例
み
ら
れ
る
が
、
係
り
結

び
の
法
則
に
則
し
て
い
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
の
二
通
り
で
あ
る
。

〈
語
句
の
省
略
〉

胡
で
「
御
き
や
く
も
じ
」
（
ド
７
ウ
）
の
「
も
じ
」
が
な
く
（
ド
岨
オ
）
、

女
房
言
葉
を
使
わ
な
い
。
記
で
は
「
お
も
や
せ
」
（
ド
ｎ
才
）
の
「
お
も
」

が
な
い
（
ド
Ｂ
オ
）
。
『
や
せ
（
給
へ
ど
も
こ
で
も
意
味
は
通
じ
る
が
、
架

蔵
本
は
直
前
の
語
句
「
御
と
し
よ
り
（
松
会
本
）
」
が
『
御
お
も
か
げ
」
と

な
っ
て
い
る
（
別
参
照
）
た
め
、
「
お
も
」
の
重
複
を
さ
け
た
か
。
弱
で
は
、

「
さ
れ
ば
こ
そ
」
（
下
川
オ
）
が
な
い
（
下
Ｂ
ウ
）
が
、
妬
で
『
さ
れ
ば
と
よ
』

を
加
え
た
の
と
逆
の
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ど
、
う
ち
な
が
め
又
は
ち
か
づ
き
か
く
な
ん
」
（
松
・
下
３
オ
、
架
・
下
５
オ
）

が
、
訂
で
は
「
は
る
と
な
つ
と
は
と
な
り
な
り
あ
き
は
こ
と
さ
ら
き
く
の
は

な
」
が
（
松
・
下
７
ウ
、
架
・
岨
オ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
欠
落
し
て
い
る
。
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〈
類
似
の
語
句
に
替
え
る
〉

別
で
は
「
は
ち
か
づ
き
の
ひ
め
に
て
候
へ
と
て
御
出
あ
り
け
れ
ば
」
（
下

川
オ
）
を
「
（
鉢
か
づ
き
の
ひ
め
）
よ
と
の
給
へ
は
」
（
下
旧
ウ
）
に
し
て
お

り
、
父
娘
の
再
会
と
い
う
劇
的
な
場
面
で
鉢
か
づ
き
姫
の
行
動
が
省
略
さ
れ

る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
語
句
を
省
略
す
る
傾
向
が
窺
え
る
。
他
に
、
類
似
の

語
句
に
替
え
る
事
に
よ
っ
て
内
容
に
違
い
が
生
じ
て
く
る
例
も
あ
る
。
肥
で

は
「
思
ひ
し
ら
れ
た
り
」
（
下
６
オ
）
の
「
し
」
を
『
や
」
（
下
８
オ
）
に
替

え
て
い
る
が
、
「
思
ひ
造
る
」
で
は
意
味
が
微
妙
に
変
わ
っ
て
く
る
。
蛇
で

は
「
あ
な
た
へ
し
さ
れ
と
て
」
（
下
９
ウ
）
の
「
し
さ
れ
と
て
」
を
一
の
け

と
」
（
下
旧
オ
）
に
し
て
い
る
た
め
に
よ
り
直
接
的
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

妬
で
は
「
お
も
ひ
な
く
」
（
下
岨
オ
）
が
『
お
も
ひ
な
け
く
」
（
下
旧
オ
）
に

な
る
こ
と
で
、
悲
し
み
の
度
合
い
が
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
。
別
で
は
「
御

と
し
よ
り
」
（
下
川
オ
）
を
『
御
お
も
か
げ
」
（
卜
旧
オ
）
に
な
っ
て
お
り
、

父
親
の
年
齢
よ
り
顔
立
ち
に
注
Ⅱ
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
帥
で
は
、

「
す
ゑ
は
ん
じ
や
う
に
す
ま
せ
給
ふ
」
（
ド
Ⅲ
オ
）
の
「
す
ま
せ
」
を
『
さ
か

へ
」
（
下
旧
ウ
）
に
し
て
お
り
、
現
世
的
な
祝
言
性
を
強
調
し
た
表
現
に
な

っ
て
い
る
。

〈
付
属
語
に
関
す
る
例
②
助
詞
を
変
え
る
〉

１肥
で
「
か
く
こ
そ
」
（
上
岨
ゥ
）
を
「
か
く
ぞ
」
（
上
皿
ゥ
）
に
し
て
い
る
。

係
助
詞
「
ぞ
」
な
ら
文
末
は
「
け
る
」
が
正
し
い
が
、
架
蔵
本
で
は
そ
の
ま

ま
已
然
形
二
け
れ
」
）
に
し
て
い
る
。

以
上
、
万
沽
二
松
会
本
と
の
異
岡
を
確
認
し
て
き
た
結
果
、
特
に
板
元
の

都
合
に
よ
っ
て
改
編
が
な
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
異
同
が
多
い
こ
と
が
確
１

認
で
き
た
。
語
句
の
増
補
・
省
略
・
改
変
が
下
巻
に
集
中
し
て
お
り
、
肌
の

〈
誤
り
に
関
す
る
例
（
２
架
蔵
本
の
誤
字
〉

－銘
の
嫁
較
べ
の
場
曲
で
「
御
ぜ
ん
た
ち
」
〈
ド
７
ウ
）
を
「
御
き
ん
た
ち

！
（
御
公
達
こ
（
ド
９
オ
）
と
す
る
架
蔵
本
の
誤
字
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
他
に

も
止
巻
二
個
所
、
下
巻
↓
個
所
の
誤
字
が
あ
る
。

〈
敬
語
表
現
の
改
変
〉

１

敬
語
表
現
は
、
省
略
さ
れ
る
傾
向
が
こ
こ
で
も
み
ら
れ
る
。
伽
で
は
「
申

け
る
」
（
上
５
ウ
）
が
『
い
、
け
る
」
（
上
６
ウ
）
と
な
り
、
丁
寧
な
言
い
方

を
止
め
て
い
る
。
“
で
は
、
「
か
た
は
ら
に
立
よ
り
給
ひ
」
（
下
蛆
オ
）
を

『
か
た
は
ら
へ
の
き
」
（
下
旧
オ
）
に
改
変
さ
れ
て
お
り
、
追
い
立
て
ら
れ
た

父
が
去
り
な
が
ら
公
達
を
見
つ
め
る
内
容
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ａ
で
は

「
申
つ
た
へ
は
ん
く
り
け
る
」
（
下
川
ウ
）
を
「
い
ひ
つ
た
へ
り
」
（
下
田
ウ
）

と
し
て
お
り
、
丁
寧
語
「
申
」
「
は
ん
く
り
」
を
使
用
し
な
い
叙
述
に
な
っ

て
い
る
。

〈
誤
り
に
関
す
る
例
①
修
正
〉

１

こ
れ
は
二
例
み
ら
れ
る
。
価
で
「
よ
り
ほ
ひ
」
（
上
皿
ォ
）
を

ひ
」
（
上
皿
オ
）
に
、
妬
で
「
ど
ん
じ
や
う
に
」
（
下
５
オ
）
の

『
じ
」
（
下
６
ウ
）
に
、
万
治
二
年
本
の
誤
り
を
修
正
し
て
い
る
ｃ

「
よ
そ
ほ

「
ご
」
を

一
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［
松
会
開
板
本
系
統
・
版
本
］

山
九
～
犬
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
寛
文
六
年
山
本
九
左
衛
門
刊
本
（
二
冊
）
、

松
京
～
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
寛
文
頃
刊
行
松
会
開
板
本
（
一
冊
）
、
延

四
～
香
川
大
学
附
属
図
書
館
神
原
文
庫
蔵
延
宝
四
年
刊
本
（
二
冊
）
、
井
筒

～
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
宝
永
七
年
井
筒
屋
三
右
衛
門
刊
本
（
一
冊
）
、
享
保

イ
、
松
会
開
板
本
系
統
諸
本
と
の
異
同

次
に
、
前
項
で
み
て
き
た
主
な
異
同
個
所
は
万
治
二
松
会
本
以
外
の
同
系

統
諸
本
（
参
考
と
し
て
御
伽
文
庫
本
系
統
の
主
要
版
本
六
本
を
加
え
た
）
で

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
松
会
系
統
諸
本
を
中
心
と
し
た
そ
の
他

の
諸
本
を
含
め
て
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
比
較
に
用
い
た
諸
本
と
そ
の
略

称
は
次
の
通
り
。

１

よ
う
に
版
木
の
都
合
に
よ
る
本
文
の
改
変
、
ｕ
の
改
行
に
よ
り
一
文
字
余
計

ｌ

に
加
え
た
と
思
わ
れ
る
事
例
が
み
ら
れ
た
り
、
逆
に
一
文
字
加
え
て
し
ま
つ

１
ｌ

た
こ
と
で
誤
っ
て
し
ま
っ
た
事
例
（
〃
・
卿
）
が
あ
る
。
ま
た
、
敬
語
表
現

の
省
略
や
女
房
言
葉
「
も
じ
」
を
省
く
な
ど
、
文
字
数
を
切
り
詰
め
て
い
こ

｛
釦
）

う
と
い
う
意
識
が
窺
え
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
出
版
荷
の
リ
ラ
イ
ト

（
本
文
に
手
を
入
れ
る
）
が
槻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
叫
解
さ
れ
る
。

（
訓
一

御
伽
文
庫
本
系
統
諸
本
の
異
脚
と
は
異
な
り
、
松
会
開
板
本
系
統
諸
本
の

異
同
は
、
諸
本
毎
の
細
か
な
異
同
が
多
く
各
諸
本
を
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る
指

一
脚
一
）

標
と
な
る
特
徴
的
な
異
同
が
少
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
特

徴
は
架
蔵
本
に
も
伺
え
る
も
の
で
あ
る
。

「
女
童
子
往
来
」
の
『
鉢
か
づ
き
」

～
大
谷
女
子
大
学
蔵
享
保
十
二
年
刊
本
（
二
冊
）

［
松
会
開
板
本
系
統
・
写
本
ヨ

岩
奈
～
岩
瀬
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
（
三
冊
、
欠
丁
あ
り
）
、
大
奈
～
大
阪
女
子

入
学
附
属
図
諄
館
蔵
奈
良
絵
本
（
三
冊
）
、
石
奈
～
打
川
透
氏
蔵
奈
良
絵
本

つ
冊
）
、
価
兀
～
打
川
透
氏
蔵
元
奈
良
絵
本
（
一
｜
一
冊
）
、
稼
堂
～
金
沢
市
立

図
辨
館
稼
噛
文
庫
戯
が
本
（
・
冊
）
、
弘
化
～
静
琉
唯
文
庫
蔵
弘
化
八
年
小

さ
わ
て
つ
誉
写
本
（
一
冊
）

［
参
考
・
御
伽
文
庫
本
系
統
］

丹
緑
～
天
理
図
書
館
蔵
寛
永
頃
本
屋
弥
右
衛
門
刊
古
活
字
丹
緑
本
（
二
冊
）
、

寛
整
～
赤
木
文
庫
蔵
寛
永
頃
刊
整
版
本
（
二
冊
）
、
松
京
～
京
都
大
学
附
属

図
書
館
蔵
寛
文
頃
刊
本
（
一
冊
）
、
高
橋
～
国
会
図
書
館
蔵
万
治
二
年
高
橋

清
兵
衛
本
（
二
冊
）
、
御
伽
～
渋
川
版
御
伽
文
庫
本
（
三
冊
）
、
宝
永
～
天
理

図
書
館
蔵
宝
永
二
年
和
泉
屋
茂
兵
衛
刊
本
（
二
冊
）

ａ
、
語
句
の
増
補

（
付
属
語
を
加
え
る
〉

田
の
「
と
か
や
う
に
な
が
め
け
れ
ば
」
に
接
頭
語
「
打
（
う
ち
）
」
を
つ

け
る
（
下
１
ウ
）
用
例
は
、
岩
奈
・
大
奈
・
稼
堂
と
、
丹
緑
・
寛
整
・
御

伽
・
宝
永
の
御
伽
文
庫
本
系
統
諸
本
に
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
注
目
さ

れ
る
。
ま
た
、
別
の
「
し
う
と
め
御
ぜ
ん
へ
」
に
『
御
ぜ
ん
へ
の
」
と
助
詞

『
の
』
を
付
け
る
（
下
８
ウ
）
例
も
石
奈
以
外
は
丹
緑
・
寛
整
・
高
橋
・
御

伽
と
御
伽
文
庫
本
系
統
諸
本
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一

九



Ⅳ
で
「
よ
り
ほ
ひ
」
を
「
よ
そ
ほ
ひ
」
（
止
皿
オ
）
と
訂
服
し
て
い
る
詣

本
は
、
山
九
・
井
筒
・
享
保
以
外
全
て
で
あ
る
。
ま
た
妬
の
「
ど
ん
じ
ゃ
う
」

は
『
じ
ん
じ
や
う
」
（
下
６
ウ
）
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
比
較
諸
本
全
て
共

通
し
て
お
り
、
万
治
二
年
松
会
開
板
本
の
み
の
誤
り
で
あ
る
。

ｂ
、
語
句
の
省
略

〈
付
属
語
の
省
略
〉

１価
の
「
か
は
へ
身
を
こ
そ
」
の
「
こ
そ
」
が
な
い
（
上
５
ゥ
）
例
は
松

京
・
大
奈
、
お
の
「
し
ら
せ
ざ
れ
ば
」
の
「
せ
」
が
な
い
（
下
９
オ
）
例
は

延
四
・
岩
奈
・
大
奈
・
石
元
・
弘
化
、
似
の
「
か
ん
た
ん
を
」
の
助
詞
「
を
」

が
な
い
（
下
旧
ウ
）
例
は
享
保
・
弘
化
で
あ
る
。

Ｃ
、
語
句
の
改
変

〈
類
似
の
語
句
に
替
え
る
〉

肌
の
「
（
ゑ
ひ
じ
）
給
ひ
け
る
」
を
『
給
ふ
」
（
上
ｌ
ゥ
）
に
し
て
い
る
も

の
は
松
京
、
弘
化
。
妬
の
．
お
も
ひ
）
な
く
」
を
「
な
け
く
」
（
ド
Ｂ
オ
）

と
し
て
い
る
も
の
は
、
享
保
、
弘
化
（
但
し
、
「
事
に
な
げ
く
ぞ
よ
」
）
。

〈
一
文
字
を
加
え
る
〉

卿
の
「
お
そ
れ
な
が
ら
」
に
〒
」
を
つ
け
て
『
お
、
そ
れ
」
（
下
屋
オ
）

と
す
る
例
は
、
井
筒
・
享
保
・
嘉
堂
の
三
つ
で
あ
る
。

〈
誤
り
の
訂
正
〉

ウ
、
ま
と
め

以
上
、
本
柚
で
は
『
両
人
一
筒
」
咽
の
女
子
用
往
来
物
『
女
竜
子
往
来
」

に
お
伽
草
子
『
鉢
か
づ
き
」
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
他
の

『
鉢
か
づ
き
」
詣
本
と
の
本
文
異
同
を
通
し
て
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
特
徴

を
指
摘
し
て
み
た
。
そ
れ
は
、

以
上
、
共
通
す
る
異
同
は
弘
化
本
が
四
例
で
最
も
多
い
（
省
略
・
改
変
そ

れ
ぞ
れ
二
例
ず
つ
）
。
他
に
享
保
本
（
増
補
・
省
略
・
改
変
が
一
例
ず
つ
）
、

大
奈
本
（
増
補
一
例
、
省
略
二
例
）
が
Ⅱ
立
つ
程
度
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ

ら
の
諸
本
は
架
蔵
本
以
降
に
出
版
・
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
特
に

異
同
の
特
徴
と
考
え
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
方
で
参
考
と
し
て
加
え
た
御
伽
文
庫
本
系
統
諸
本
の
中
で
、

架
蔵
本
と
共
通
す
る
異
同
が
、
岨
の
丹
緑
・
寛
整
・
御
伽
・
宝
永
、
羽
の
丹

緑
・
寛
整
・
高
橋
・
御
伽
と
存
在
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
わ
ず
か
に
二

個
所
の
み
で
あ
る
が
、
架
蔵
本
の
本
文
が
松
会
開
板
本
系
統
と
御
伽
文
庫
本

系
統
の
間
で
「
ゆ
れ
」
を
生
じ
て
い
る
、
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
は

な
い
か
ｃ
あ
る
い
は
、
丹
緑
本
と
し
て
出
版
さ
れ
て
以
来
改
編
さ
れ
ず
に
古

態
を
残
し
て
き
た
箇
所
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

奈
良
絵
本
の
よ
う
に
写
本
が
多
い
御
伽
文
庫
本
系
統
に
較
べ
て
、
写
本
よ

（
鋤
）

り
版
本
の
諸
本
が
は
る
か
に
多
い
松
公
開
板
本
系
統
で
あ
る
が
、
実
は
写
本

よ
り
版
本
の
方
が
本
文
異
同
が
甚
だ
し
い
。
そ
れ
は
、
本
章
で
兇
て
き
た
よ

う
に
出
版
者
に
よ
る
改
変
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
き
た
た
め
で
あ
る
と
い
え
よ

、
〈
，
″
（
）

二

○



①
版
元
に
柏
原
屋
渋
川
清
右
衛
門
の
名
が
あ
り
、
正
徳
五
年
刊
行
で
あ
る

一
」
、
し
」
Ｏ

②
柏
原
屋
の
出
版
で
あ
る
の
に
本
文
は
万
治
二
年
刊
松
会
開
板
本
系
統

（
凱
一

で
あ
る
（
御
伽
文
庫
本
系
統
で
は
な
い
）
こ
と
。

③
本
文
は
万
治
二
松
会
本
に
較
べ
て
省
略
な
ど
の
改
編
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
一
部
御
伽
文
庫
本
系
統
と
共
通
す
る
異
同
も
み
ら
れ
る
こ
と
。

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
柏
原
屋
の
手
元
に
は
、
後
の
御
伽
文
庫
本
と
な
る

系
統
の
「
鉢
か
づ
き
」
と
共
に
万
治
二
松
会
本
と
同
系
統
の
『
鉢
か
づ
き
』

が
あ
り
、
ま
ず
松
会
開
板
本
系
統
を
板
行
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
少

な
く
と
も
架
蔵
本
と
同
系
統
の
本
文
が
正
徳
五
年
時
に
は
す
で
に
上
方
に
存

在
し
、
『
鉢
か
づ
き
」
と
し
て
の
版
行
で
は
な
い
が
、
「
百
人
一
首
」
に
合
綴

さ
れ
た
形
で
流
通
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
御
伽
文
庫
本
系
統
本
も

松
会
開
板
系
統
本
も
、
元
々
は
上
方
で
版
行
さ
れ
た
も
の
と
い
う
横
山
重
氏

（
お
）

の
想
定
を
間
接
的
に
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

注（
１
）
本
稿
で
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
成
立
し
た
い
わ
ゆ
る
室

町
物
語
の
総
称
と
し
て
「
お
伽
草
子
」
を
用
い
る
。

（
２
）
奈
良
絵
本
国
際
会
議
編
「
御
伽
草
子
の
世
界
』
（
昭
和
五
七
、
三

省
堂
）
所
収
》
以
下
「
簡
明
目
録
」
と
略
す
。

（
３
）
例
え
ば
、
新
出
諸
本
と
し
て
奈
良
絵
本
・
絵
巻
国
際
会
議
（
平

成
十
六
年
八
月
二
九
日
）
に
お
い
て
小
林
健
二
氏
が
穂
久
邇
文
庫

『
女
童
子
往
来
』
の
『
鉢
か
づ
き
』

蔵
絵
巻
二
軸
を
紹
介
さ
れ
た
。

（
４
）
小
林
氏
注
（
３
）
。
他
に
福
田
晃
氏
の
伝
承
文
学
研
究
会
関
西
例

会
（
平
成
一
六
年
六
月
二
十
日
発
表
、
「
『
鉢
か
づ
き
」
諸
本
の
研

究
」
、
於
立
命
館
大
学
末
川
記
念
会
館
）
な
ど
。
な
お
福
田
氏
は
同

発
表
に
お
い
て
、
穂
久
邇
文
庫
本
を
最
古
態
と
し
、
御
巫
本
、
旧

清
水
本
な
ど
を
含
め
て
一
類
本
、
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
写
本
以
下

の
渋
川
版
御
伽
文
庫
本
、
万
治
二
年
松
会
開
板
本
な
ど
を
含
め
て

二
類
本
と
分
類
さ
れ
た
。

（
且
内
題
で
は
『
鉢
か
づ
き
物
語
」
。

（
６
）
松
原
氏
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
女
性
の
文
学
的
教
養
に
つ
い
て
」

（
同
氏
『
薄
雪
物
語
と
御
伽
草
子
・
仮
名
草
子
」
〈
平
成
九
、
和
泉

書
院
〉
収
載
）
。

（
７
）
紙
数
の
関
係
上
、
今
回
は
本
文
の
検
討
の
み
を
行
う
。

（
８
）
ヨ
鉢
か
づ
き
」
享
受
の
一
側
面
」
と
し
て
八
月
二
五
日
に
発

表
。
於
小
樽
商
科
大
学
。

（
９
）
こ
こ
で
は
特
に
『
百
人
一
首
』
を
中
心
と
し
た
女
子
用
往
来
物

を
さ
す
。

（
川
）
例
え
ば
、
吉
海
直
人
氏
蔵
の
岡
本
が
あ
る
（
小
林
健
二
氏
の
ご

教
示
に
よ
る
）
・

（
ｕ
）
小
泉
吉
永
氏
編
集
・
吉
海
直
人
氏
校
訂
『
女
子
用
往
来
刊
本
総

目
録
」
（
平
成
八
、
大
空
社
）
に
よ
れ
ば
、
天
明
六
年
新
刻
本
は

『
藻
塩
百
人
一
首
千
尋
海
」
と
比
定
出
来
る
が
、
享
保
十
六
年
本
は

不
明
。

一
一
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（
吃
）
以
下
、
御
伽
文
庫
本
と
し
、
同
本
を
含
む
「
簡
明
目
録
」
Ａ
系

統
一
‐
ロ
の
諸
本
を
御
伽
文
庫
本
系
統
と
す
る
。

お
ん
な
ど
う
じ
お
う
ら
い

（
Ｂ
）
『
補
訂
版
国
書
総
目
録
」
に
は
「
女
童
子
往
来
一
冊

（
類
）
往
来
物
（
成
）
正
徳
五
刊
（
版
）
日
比
谷
加
賀
」
と
あ

る
。

（
ｕ
）
本
稿
で
は
架
蔵
『
女
童
子
往
来
」
（
平
成
十
五
年
十
一
月
二
日
古

書
市
に
て
購
入
）
を
用
い
る
。
以
下
架
蔵
「
女
童
子
往
来
」
に
合

綴
さ
れ
て
い
る
『
鉢
か
づ
き
」
は
架
蔵
本
と
す
る
。
な
お
石
川
松

太
郎
氏
監
修
『
往
来
物
大
系
」
第
九
三
巻
・
第
四
期
「
女
子
用
往

来
」
（
平
成
六
、
大
空
社
）
に
謙
堂
文
庫
蔵
本
が
影
印
で
収
載
さ
れ

て
い
る
。

（
喝
）
但
し
収
載
さ
れ
て
い
る
謙
堂
文
庫
本
は
完
全
な
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
石
川
松
太
郎
氏
監
修
「
往
来
物
解
題
辞
典
解
題
編
」
（
平

成
十
三
、
大
空
社
）
に
「
女
童
子
往
来
」
で
立
項
、
『
同
図
版
編
」

（
同
前
）
に
講
堂
文
庫
蔵
本
と
思
わ
れ
る
図
版
が
一
葉
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

（
略
）
こ
れ
に
関
し
て
詳
し
い
考
察
は
次
稿
で
行
う
。

（
Ⅳ
）
本
文
の
検
討
は
次
章
で
、
挿
絵
に
つ
い
て
は
次
稿
で
考
察
す
る
。

（
肥
）
柏
原
屋
渋
川
清
右
衛
門
の
出
版
活
動
に
つ
い
て
は
、
次
稿
で
考

察
す
る
。

（
旧
）
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
。
以
下
万
治
二
松
会
本
と
し
、
同

本
と
共
通
の
本
文
を
も
つ
諸
本
（
「
簡
明
目
録
」
Ａ
系
統
二
‐
ハ

を
松
会
板
系
統
諸
本
と
す
る
。

［
付
記
］

※
本
稿
は
、
伝
承
文
学
研
究
会
関
西
例
会
（
平
成
一
六
年
二
月
二
十

二
日
、
於
立
命
館
大
末
川
記
念
会
館
）
で
の
報
告
の
一
部
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
ご
教
示
を
賜
っ
た
諸
先
生
方
に
深
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
別
）
あ
る
い
は
版
元
側
が
、
本
文
に
独
自
性
を
出
そ
う
と
い
う
意
識

が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
型
御
伽
文
庫
本
系
統
諸
本
に
つ
い
て
は
、
伝
承
文
学
研
究
会
大
会

（
平
成
十
四
年
八
月
二
五
日
、
於
小
樽
商
科
大
学
）
に
お
い
て
指
標

と
な
る
語
句
の
判
別
に
よ
る
分
類
が
可
能
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

（
〃
）
松
会
板
系
統
諸
本
の
異
Ｍ
に
つ
い
て
は
、
伝
承
文
学
研
究
会
関

西
例
会
（
平
成
十
六
年
二
月
一
三
日
、
於
立
命
館
大
学
末
川
記
念

会
館
）
に
お
い
て
報
告
し
た
。

（
羽
）
注
（
２
）
参
照
。

（
型
）
逆
に
当
該
本
の
挿
絵
は
御
伽
文
庫
本
と
酷
似
す
る
。

（
空
横
山
氏
は
「
室
町
時
代
物
語
集
」
三
（
昭
和
三
七
、
井
上
書
房
）

所
収
、
解
題
「
附
は
ち
か
づ
き
草
子
の
諸
本
」
の
「
万
治
二
年
松

会
開
板
本
」
の
項
で
、
万
治
二
年
松
会
板
は
そ
れ
以
前
の
上
方
版

を
復
刻
し
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と

も
、
架
蔵
本
の
版
行
さ
れ
た
時
期
を
考
え
れ
ば
、
柏
原
屋
が
江
戸

か
ら
万
治
二
年
本
を
直
接
取
り
寄
せ
て
参
照
し
た
と
も
考
え
ら
れ

う
（
》
○
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※
な
お
稿
者
は
平
成
十
二
年
度
よ
り
「
寝
屋
川
市
史
・
鉢
か
づ
き
編
』

の
調
査
員
を
勤
め
て
お
り
、
そ
の
編
纂
過
程
で
も
多
く
の
諸
本
を

知
見
で
き
た
こ
と
を
併
せ
て
記
し
て
お
く
。

（
や
ま
も
と
・
じ
ゅ
ん
本
学
非
常
勤
講
師
）

※
ま
た
、
貴
重
逵

い
た
し
ま
す
。

『
女
童
子
往
来
』
の
『
鉢
か
づ
き
』

貴
重
な
所
蔵
資
料
を
閲
覧
さ
せ
て
頂
い
た
各
機
関
に
深
謝

一
一
一
一
一
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